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先
月
3
0
日
。
岡
山
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
国
際
会
議
場

に
て
、
岡
山
県
立
大
学
大

学
院
公
開
講
座
と
し
て
、
南

海
ト
ラ
フ
対
応
を
考
え
る
と

題
し
、
講
義
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
っ
た
。
講
座
終
了
後

に
総
社
市
、
香
川
県
丸
亀
市
、

そ
し
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
三
者
で

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し

た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が

発
生
し
た
時
に
、
西
日
本
太

平
洋
沿
岸
の
名
古
屋
や
大
阪

な
ど
の
大
都
市
が
大
被
害
を

受
け
る
。
そ
こ
に
東
日
本
と

世
界
か
ら
の
支
援
が
集
中
す

る
。
結
果
と
し
て
四
国
は
孤

立
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

徳
島
県
と
高
知
県
も
甚
大
な

被
害
を
受
け
る
。
岡
山
県
に

本
部
の
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル

ー
プ
は
両
県
を
支
援
の
対
象

一
｀
＝
一
一
一
＝
一
一
一
＝
一

菅波茂

と
想
定
し
て
い
る
。
そ
し
て

四
国
の
交
通
の
要
所
で
あ
る

丸
亀
市
が
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

拠
点
に
な
る
。
四
国
山
地
越

え
に
よ
り
両
県
を
支
援
す

る
。

　
南
海
ト
ラ
フ
対
応
徳
島
県

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
要
旨
と
し

’
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容

を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
岡

山
県
立
大
学
副
理
事
長
の
阿

部
淳
二
氏
よ
り
、
県
立
大
学

と
し
て
の
南
海
ト
ラ
フ
対
応

の
検
討
の
開
始
の
報
告
。
丸

亀
市
に
あ
る
瀬
戸
健
診
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
麻
田
ヒ
デ
ミ
所
長

は
、
検
査
が
で
き
る
診
療
車

両
活
用
の
災
害
時
の
有
効
性

を
説
明
し
た
。

　
徳
島
県
吉
野
川
市
で
、
さ

く
ら
診
療
所
な
ど
の
医
療
や

福
祉
施
設
を
包
括
的
に
経
営

す
る
吉
田
修
理
事
長
は
、
災

南海トラフ対応徳島県プログラム

との災害時応

　　　･- I･･･●･　.
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災害時応援協定を結んだ
総社市、丸●市、ＡＭＤ
Ａの関係者

害
対
応
の
後
方
支
援
拠
点
に
　
総
社
市
の
片
岡
聡
一
市
長

つ
い
て
提
言
。
徳
島
県
美
馬
か
ら
は
、
平
時
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ

市
で
、
地
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
や
自
治
体
間
で
連
携
協
定
を

備
え
た
ホ
ウ
エ
ツ
病
院
を
経
結
ん
で
お
け
ば
、
大
災
害
時

営
す
る
芳
越
会
の
林
秀
樹
理
に
多
く
の
人
を
助
け
る
こ
と

事
長
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
病
に
つ
な
が
る
と
の
提
言
。
丸

院
と
し
て
、
津
波
被
害
の
少
亀
市
の
梶
正
治
市
長
は
、
自

な
い
地
域
の
特
性
を
生
か
し
主
防
災
会
が
防
災
功
労
者
内

だ
具
体
的
か
つ
先
駆
的
活
動
閣
総
理
大
臣
表
彰
に
選
ば
れ

を
紹
介
。
徳
島
県
美
波
町
由
た
実
績
を
紹
介
し
、
南
海
卜

岐
支
所
産
業
振
興
課
の
浜
大
ラ
フ
発
生
時
に
は
総
社
市
と

吾
郎
氏
は
、
町
に
あ
る
日
本
連
携
し
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

最
古
の
津
波
碑
に
触
れ
、
先
拠
点
と
し
て
支
援
活
動
を
行

祖
た
ち
が
厳
し
い
災
害
を
乗
う
こ
と
を
発
表
。
引
き
続
き
、

り
越
え
て
続
い
て
き
た
町
の
こ
れ
ら
の
講
師
に
美
波
町
消

営
み
を
「
事
前
復
興
ま
ち
づ
防
防
災
課
長
の
橋
本
一
晴
氏

く
り
」
と
い
う
新
し
い
コ
ン
を
加
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

セ
プ
ト
で
紹
介
し
た
。
　
　
あ
り
、
個
々
の
志
の
高
い
コ

メ
ン
ト
が
会
場
を
熱
気
に
包
扶
助
」
と
は
自
分
の
所
属
す

ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
る
共
同
体
を
超
え
て
助
け
合

　
私
か
ら
は
、
南
海
ト
ラ
フ
う
こ
と
で
あ
る
。
１
９
８
４

対
応
で
は
海
外
と
の
連
携
が
年
に
設
立
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

生
命
線
と
な
る
こ
と
を
提
起
目
的
は
「
多
様
性
の
共
存
」

し
た
。
生
産
基
地
の
被
災
に
　
へ
の
コ
ン
セ
プ
ト
形
成
だ
っ

加
え
て
物
流
が
ス
ト
ッ
プ
。
た
。
3
0
年
間
の
活
動
の
結
論

人
的
物
的
支
援
、
そ
し
て
募
が
「
開
か
れ
た
相
互
扶
助
」

金
な
ど
が
徹
底
的
に
不
足
す
で
あ
る
。
世
界
平
和
パ
ー
ト

る
。
海
外
と
は
日
本
海
沿
岸
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
）

の
都
市
と
の
ハ
ブ
空
港
と
な
構
想
と
は
「
開
か
れ
た
相
互

っ
て
い
る
韓
国
と
、
東
日
本
扶
助
」
を
世
界
に
普
及
す
る

大
震
災
の
時
に
一
番
支
援
し
こ
と
で
あ
る
。

て
く
れ
た
台
湾
。
加
え
て
、
　
多
様
性
に
富
ん
だ
ア
ジ
ア

海
外
進
出
し
て
い
る
日
本
企
の
中
で
、
そ
の
正
当
性
を
検

業
や
在
外
邦
人
で
あ
る
。
海
証
す
る
た
め
に
マ
レ
ー
シ
ア

外
か
ら
の
医
療
チ
ー
ム
受
け
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ー
ル

入
れ
準
備
は
在
日
外
国
人
の
に
事
務
所
を
開
設
し
た
。
こ

み
な
ら
ず
日
本
人
被
災
者
に
の
事
務
所
の
活
動
目
的
の
Ｉ

と
っ
て
も
心
強
い
。
そ
し
て
、
つ
に
南
海
ト
ラ
フ
対
応
が
あ

い
ま
だ
に
復
興
途
上
の
東
日
る
。
海
外
と
の
連
携
を
推
進

本
被
災
地
と
重
な
れ
ば
、
南
　
・
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

海
ト
ラ
フ
後
の
復
興
は
強
烈
南
海
ト
ラ
フ
対
応
を
視
点
に

な
イ
ン
フ
レ
を
伴
う
こ
と
も
入
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
構
想
具
現

視
野
に
入
れ
て
ね
く
べ
き
で
化
に
対
し
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願

　
相
互
扶
助
は
世
界
の
常
識
い
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

で
あ
る
。
「
開
か
れ
た
相
互
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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